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病院長・宮坂信之よりご挨拶
がん医療の拠点「腫瘍センター」がスタート
新生児の命を守るNICUがオープン
ロンドンオリンピック銅メダリスト
上田春佳選手が受賞報告に来院！

INDEX

No.3
2012年11月



2 Oasis No.3

当院では、よりよい病院を目指してさまざまな努
力をしています。
本年度に開設をされた医療連携支援センターでは、

紹介患者予約システムを新たに構築しました。他の
医療機関から紹介されて来る患者さんにスムーズな
医療を受けていただくためです。まず、本年度から
始めた５つの先端治療センター（膠原病・リウマチ先
端治療センター、潰瘍性大腸炎・クローン病先端治
療センター、腎・膀胱・前立腺がん先端治療センター、
神経難病先端治療センター、頭頸部・頭蓋底腫瘍先
端治療センター）及びすべての内科の事前予約ができ
るようになりました。今後は、さらに他の診療科に
も拡げる予定です。また、地域連携室で予約をお取
りした患者さんの受診報告書・受診経過報告書の一
括管理も開始しました。他院から紹介された患者さ
んに関する報告を紹介医に確実にお伝えするためです。
患者相談室では、当院の患者さん・そのご家族か

らのご相談やご意見をお伺いしています。また、相
談内容については、「さわやかサービス委員会」のメ
ンバーを中心にして定期的に確認をし、検討を加え
ています。改善内容については、この秋から掲示板
でお知らせをすることになりました。また、昨年に
引き続き、外来及び入院患者さんに対するアンケー
ト調査も行いました。現在、解析中ですが、この調
査結果も診療現場に還元され、患者さんの声が医療
現場に反映されることになっています。
医療福祉支援室では、患者さんが適切な療養生活

を送れるよう、ソーシャルワーカーと退院調整看護師
がご相談をお受けしています。本院が地域との医療
連携を推し進める意味でも、医療福祉支援室は重要
な存在になっています。
今年の秋からは、医療連携支援センターが病院の
1階でまとまって業務ができるようにする予定です。

採血の待ち時間も短縮できました。これまで朝8
時30分開始だった採血を25分繰り上げて8時05分
からにしました。その結果、朝の診察前に行ってい
る採血の待ち時間が大幅に短縮でき、患者さんから
大好評です。
会計業務の待ち時間も短縮できました。いつもは

お昼近くなると患者さんの列が長くなるのが常でした。
しかし、会計事務のお昼休み時間をシフトして対応
をしたところ、待ち時間がかなり短くなりました。
支払いは、今は会計窓口に加えて9月から5台の

現金・カード自動支払機が導入されています。この
秋からはさらに「後払い」を可能にする制度を開始し、
年明けからはコンビニエンスストアでの支払いがで
きるようになります。
当院は財団法人日本医療機能評価機構の認定病院

にもなっています。これは病院機能を診療のみならず、
患者サービス、教育、研究、さらには地域・社会貢
献などの項目について多角的に評価をされるものです。
今回は前回取得したversion 5.0より一つグレードアッ
プしたversion 6.0を取得しました。
当院では、今後もさまざまな工夫をこらすことで、

よりよい病院を目指したいと思います。

医学部附属病院長　宮坂信之

よりよい病院を目指して



がん医療に取り組み、患者さんに寄り添う

「腫瘍センター」がスタート
2人に１人ががんになる現在、がんへの不安や悩みを抱えている方が増え
ています。そんな皆さんをサポートするために7月1日からスタートした
のが「腫瘍センター」です。従来までのがん治療センターと外来化学療法・
注射センターを統合した「腫瘍センター」には、次の５つの部門があり、が
んの不安を和らげ、診療が円滑に行われ、患者さんやご家族の心が穏やか
になれるようにお手伝いします。

がん登録部門

病院で行われたがんの診断・治療についての情報を、診療科を超えて病
院全体で一元化し、がんの診療がどのように行われているかについて管理
する部門です。「診療情報管理士」という専門スタッフが中心に業務を行い
ます。

化学療法部門

がんの化学療法について、がん治療専門医や専門スタッフがていねいで
わかりやすい説明と、きめ細かい対応をすることで、合併症や緊急症など
のときにも迅速に対応できるようにがん患者さんをサポートします。

緩和ケア部門

がんの初期段階から患者さんが抱える、がんへの漠然とした不安や、心
と体の苦痛、家庭や経済的な問題などの社会的な苦痛を軽減し、患者さん
が自分らしく生きていくため、医師、看護師、ソーシャルワーカー、薬剤師
などがチームとなって緩和ケアを行います。

がん診療連携部門

院内の診療各科や各部署が連携し、がん患者さんが最適な診療を受ける
ことができるように、月１回の会議（キャンサーボード）を開催し、症例検討
や情報交換、講演会などを行います。診療各科・部署間の垣根をとる役目
も果たしています。

がん相談支援部門

がんやがんの治療、療養生活、医療費、社会復帰、家族や職場の人間関
係など、がんについてのさまざまな相談に対応し、安心できるように支援
します。またがんに関する一般的な医療情報や、意見交換会・交流会など
も行ってまいります。

まずはお電話で！
がんに関するさまざまな相談を

お受けします

腫瘍センターについてセンター長の
三宅智先生に伺いました。

がん相談支援室
無料

がん患者さんはご自身ががんであること自体
が苦しみ、不安、痛みなのです。しかしがん
に関する悩みや不安を打ち明け、相談するこ
とに抵抗を感じて、お一人で悩んでいらっしゃ
る方も多いようです。そんな患者さんやご家
族の気持ちに寄り添いながら、がんの専門家
たちがしっかりと受け止めて、少しでも不安
や苦痛を和らげられるよう、サポートしてま
いります。

腫瘍センターセンター長
三宅　智医師

がんについてもっと知りたい、不安でたまらない…
そんな時、お電話ください。

電　　話：０３－５８０３－４００８
相談日時： 月～金の午前9時～午後4時半まで 

（土日祝　定休）

がん電話相談支援室

「がんの知識がなく不安」

「がんかもしれない」

「家族はどうすればいいの？」

「がんと言われ何も手につかない
」

「医療費や社会復帰について知りたい」

オアシスSPECIAL
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オアシスSPECIAL

NICU

早産児や病気を持って生まれた赤ちゃんの
小さな命を守り、育てます
NICUは日本語で「新生児集中治療室」といい、早産児や先天性の病気を持って生まれた赤ちゃん、
出生後すぐに具合が悪くなった赤ちゃんの集中治療を行う治療室です。

新生児集中治療室（NICU)室長
水谷修紀医師
近年、少子高齢化が社会問題になっていますが、NICUでの治療が必要な赤ちゃんが増えています。当院の
NICUは６床と小規模ですが、早産や病気を持って産まれた赤ちゃんの受け入れとともに、出産にともなうお
母さんの緊急病変や母体合併症に対しても、救命救急センター、脳神経外科、周産・女性診療科とともに連携
して、地域の周産期医療に貢献しています。

当病院のNICUは、在胎30週、出生体重1000g以上の極低出生体重児、新
生児呼吸障害、出生時仮死の児を対象としています。病床数は6床で小児科
病棟内にあります。人工呼吸管理、一酸化窒素吸入療法、腹膜透析、脳機能
モニターを用いた脳低温療法など、小児科各分野の専門医師、関連他科の医
師と連携して、新生児の先進医療をより専門的なアプローチで行います。状
態が改善し、集中治療の必要がなくなった児は、小児科病棟内の病室（5床）
で退院までのケアを受けます。

子育てに自信が持てない、悩みを聞いてほしい…
そんなときは、お気軽に「すくすく　育児支援・発達相談」へ

「自分の子育てが間違っていない？」「子育てに自信がない」「子供の発達や行動動達やや行動行動のの発達や発達やや行や行動「子供の供のの発の発達ない」い」「「子供「子供の自信がががないがない」育てににに自信に自信ががな「子子育てに子育てにに自ないい？」「子？」「子子子育てていないいないい？い？」間間違って違ってていていな育てが間が間間違間違っての子育子育育てが育てが間間「自分分分の子分の子育育「自分「自分分の
心配なことがある」…育児や我が子の発達について誰にも相談できず、お一おお一ききず、おず、おおお一相談でき談でききずきず、誰にも相も相相談相談でいて誰て誰誰にも誰にも相達につついてついて誰子の発発達に発達ににについ我我が子のが子のの発の発達育育児や我や我我が我が子る」…育…育育児や育児や我があるあるる」…る」…育育なことととがあとがあるる心配配配なこと配なこととがに心配に心配配配なに心
で悩んでいるお母さんがいらっしゃいましたら、「すくすく　育児支援・発発児児支援・援・発発育児育児児支援児支援・すくくく 育　育児児「すすすくすくすくすくくたらら、「すら、「すすすくいまましたしたらららっしゃいまゃいままましたいらっらっっしゃしゃいさんがががいらがいらっお母母母さん母さんががでいいるお母るお母母さで悩悩んでいんでいいる人で悩人で悩悩ん悩んで人人で

達相談」にお電話ください。東京医科歯科大学小児・家族発達看護学教室の看看看教室の看の看看看護学教学教教室の教室の看看発達看看看護学看護学教教家族族発達族発達看看看護小児児・家児・家族家族族発科大大学小学小児小児児・科科歯科歯科大科大学大学小東京医京医科医科歯医科歯科さい。。東京東京医医科くだだださい。さい。東お電電話くだ話くだだださ談」にお電にお電電話電話く達達相談」相談」ににお達達達相達相談達
護師・スタッフたちが、皆さんのご相談を聞き、ご一緒に悩みや不安についてついててて安ににについてについててみやや不安に不安ににつ緒にに悩みや悩みややや不安ごご一緒に一緒にに悩に悩み聞聞き、ご、ごご一ご一緒談を聞を聞聞き聞き、ごのご相ご相相談を相談を聞聞皆さんんんのごんのご相相が、、皆さん皆さんんのフたたちが、ちが、皆スタッフたッフたたたちが護師・ス・ススタッタッフ護護護師・護師・ス護護
の改善方法を探してまいります。お電話で簡単に相談内容を伺った上で、小上でで、小で、小伺っった上でた上でで内容容を伺を伺っった相相談内容談内容容を容を伺簡単に相に相相談相談内話で簡で簡簡単に簡単に相相お電電電話で電話で簡簡ますす。お電す。お電電話まいいりますりますすす探ししてまいてまいいいり法法を探しを探ししてしてま改善方法方法法を法を探の改の改改善方改善方法法のの改改
児科外来・病棟にて面談いたしますす。しまます。ます。談いいたしたしままますて面談面談い談いたいたし病棟に棟にてにて面て面談外来・病病棟病棟に児科科科外来外来・病児科児科科外児

「すくすく　育児支援・発達相談」
TEL： ０３－５８０３－０１５９

（月～金　10：00～16：00）
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脳卒中の患者数は全国で約137万人。脳の血管が詰まったり、破れ
たりすることで、脳の細胞に栄養が行かなくなり、細胞が死んでしま
うことで、命を落としたり、意識がなくなったり、寝たきりになったり、
半身まひ、手足のしびれ、言語障害などが残ったりします。治療には
急性期の救急医療から回復期のリハビリ・機能訓練、維持期の在宅・
介護など、長期にわたる療養が必要になることが多いため、あらかじ
め診療計画を作成し、説明することで、患者さんご本人やご家族が安
心して医療を受けられるようにと考え、東京都福祉保健局が中心となっ
て作成したのが「東京都脳卒中地域連携診療計画書（地域連携パス）」で
す。イラストや図式を使って、治療の流れがわかりやすく示されており、
診療内容なども明記されているので、地域の病院に転院した際に、医
療チーム側も患者さんをスムーズに受け入れることができます。地域連
携パスについてご質問がありましたら、お気軽に「医療連携支援センター」
にご相談ください。

受賞したことは、今後の研究への励みになりました。この病院には、難病治療の専
門家がそろっており、世界的評価の高い研究成果も多数あることが素晴らしいと誇り
に思っております。

思いがけない受賞で驚きましたが、大変光栄でした。当病院は各科の専門性が高く、
最新かつ高度な治療が受けられます。私自身も患者さんの不安や希望に熱心に耳を
傾け、質の高い医療を提供できるように心掛けています。

脳卒中地域連携パスをご存知ですか？

髙木正稔講師
（小児科／大学院医歯学総合研究科　発生発達病態学分野）

渡部香織助教
（膠原病・リウマチ内科／大学院医歯学総合研究科　薬害監視学講座）

オアシスHOT NEWS

医療連携支援センター（地域連携室）　　　TEL　０３－５８０３－４６５５

オアシスHOT NEWS

オアシスHOT NEWS 医療連携支援センターより

平成23年度東京医科歯科大学医学研究奨励賞受賞者のご紹介

1

2

脳卒中！！

急性期
救急病院

回復期
リハビリ

維持期
在宅・介護
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Information

奨学寄附金のお願い

東京医科歯科大学基金のお願い

●国際交流事業

●学生育成奨学事業

●その他の事業

奨学寄附金・大学基金の
お願い

セカンドオピニオン
外来とは

問い合わせ先

研究・産学連携推進機構事務部
産学連携室 産学連携掛
TEL：03-5803-4927
FAX：03-5803-0179

問い合わせ先

東京医科歯科大学募金室
TEL：03-5803-5009
FAX：03-5803-0273

TMDU

東京医科歯科大学
寄附の申し込み

寄附金の納入

学外機関等
（企業・個人の皆様）
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病院内レストランのご案内　 

病院薬剤部から

問い合わせ先

東京医科歯科大学献体の会
TEL：03-5803-5147

問い合わせ先

病院薬剤部
TEL：03-5803-5603／5604

献体のご紹介

ロンドンオリンピック銅メダリスト
上田春佳選手が受賞報告に来ました！3

「医薬分業」を推進するため
院外処方箋をご利用ください
外来患者さんは

7Oasis No.3



Ａはい。スムーズな受診が可能です。紹介状は、できるだけお持ちください大学病院の役割は急性期を診ることです。まず、かかりつけ
医に相談しましょう。御本人にとってはとても深刻な症状でも、
かかりつけ医や近くのクリニックや病院で解決することがあり
ます。かかりつけ医や近くの病院で相談を行い「紹介状（診療
情報提供書）」をお持ちいただくことをお勧めいたします。また、
「紹介状」をお持ちになると、よりスムーズに受診することがで
きます。「紹介状」がなくても受診は可能ですが、初回（初診日）
の際に診療費とは別に5,250円（自費）が必要になります。なお、1月から整形外科外来の初診は他院からの紹介状が必要
となります。　

Ａ1階正面玄関と地下1階救急入口で貸し出しします。
介助は各所のスタッフが行います

車椅子は１階正面玄関と地下１階救急入口にござい
ます。介助については専任のスタッフがいないので、
案内カウンター、各診療科などその場所のスタッフ
が対応させていただきます。お待ちいただく場合も
ございますが、お気軽にお声がけください。

Ａ持参薬受付コー
ナーがあります

入院される患者
さんのお持ち込み

になるお薬

については、ロビ
ー入口右側にあ

る「持参薬

受付コーナー」で
、当院で入院中に

処方する

お薬との飲み合
わせや安全性を

確認させて

いただくためにお
薬の種類などに

ついて確認させ
ていただきま

す。平日8：00～
12：00まで受け

付けております。

オアシス
ポイント

面会時間は 
全日13：00～20：00です
当院に入院中の患者さんへの面会時間は、
全日13：00～20：00とさせていただい
ております。患者さんの病状などによっては、
面会をお断りすることがございますのでご
了承ください。

表紙から

オアシス第３号の表紙は、当院のNICU（新
生児集中治療室）にて。早産時や生まれて
すぐに具合が悪くなった赤ちゃんをケアす
る治療室で昼夜を問わず看護をする若きス
タッフたちを宮坂病院長が激励しました。

スカイツリーを眺め 
ホテルオークラの味と 
サービスを
当院の16階にある全100
席のレストラン「オークラ
カフェ＆レストラン メディ
コ」では、ホテルオークラ
の味とサービスが楽しめま
す。大学病院に来院され
た方や 入院患者さま、お
見舞いの方などにご利用
いただいています。
[営業時間]
平　　日　11～20時（19:30ラストオーダー）
土日祝日　12～17時（16:30ラストオーダー）
B棟16階
TEL：03-5840-6905

患者さんの　　　   に答えます ！

病院をもっと知って快適に…
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Qこの病院を受診するのに紹介状が必要ですか？

Q車イスの貸し出しや介助は
お願いできますか？

Q入院
する際に、持参

薬

（ほかの病院で
もらった薬、大

衆薬など）を

　　
持ち込んでも大

丈夫でしょうか
？

Ａ個人情報の
問題でお名

前をお呼び
出しできませ

ん

申し訳ござい
ません。個人

情報保護の観
点より、ロビ

ーや院

内でお名前を
出して、呼び

出しをするこ
とができませ

ん。あらか

じめご家族同
士で連絡方法

を決めてご来
院ください。

受診する姉と
はぐれてし

まいました
。まだ病院

内に

いるかどう
かアナウン

スして探し
てもらえま

すか？


